
 「省エネ大賞」は、国内において省エネルギーを推進している事業者及び省エネルギー性に優れた製品を開発した事
業者の活動を発表大会で広く共有するとともに、優れた取り組みを行っている事業者を表彰することにより、省エネル
ギー意識の浸透、省エネルギー製品の普及促進、省エネルギー産業の発展及び省エネルギー型社会の構築に寄与
することを目的としています。省エネ事例部門は、企業、工場、事業場等の節電や省エネ推進活動を対象としています。 

 

 

「医薬品原薬製造工場における節電活動」の取り組み 
 

  平成26年度省エネ大賞（後援：経済産業省） 
   省エネ事例部門 「省エネルギーセンター会長賞」 を受賞しました。 

   2015年2月12日 

     金剛化学株式会社 

 

【評価のポイント】 

 医薬品原薬製造工場における電気を中心とした省エネの取り組みについて、2011年に

社長の指示の下、省エネ推進委員会を発足、毎月同委員会を開催し、電気使用状況と

省エネ目標達成状況を確認している。毎日夕方約60か所の電力メータの数値を記録す

るという独自の見える化により、電気使用状況を分析した結果、間接部門と空調に省エ

ネの可能性を見出した。そこで、人の力（製品工場と試験検査棟の空調管理見直し等）と

機械の力（排水処理設備の省エネ型機器への更新、井戸ポンプインバータ化等）をベスト

ミックスした活動を展開した。その結果、2013年度は、全エネルギー使用量の6％に相当

する64.1万kWh/年（原油換算165kl)の削減を達成した。 

 



◆ 新聞掲載記事

◆ 受賞内容は、こちら

2015年2月12日

金剛化学株式会社

当社は、次世代に引き継ぐ地球環境保

護の重要性を認識し、環境保全に積極的

に取り組み、社会との共生に配慮した、安

全で健康な暮らしをサポートできる企業を

目指しています。



金剛化学株式会社
 

★ 受賞テーマ ★

平成２６年度省エネ大賞
省エネルギーセンター会長賞

「医薬品原薬製造工場
における節電活動」



1. はじめに （省エネ活動の方針）

金剛化学株式会社
 

人の力 ・・・運用改善

・お金はあまりかからない
・人への負担大
・効果は大～小

初期投資大きい
・人への負担小
・効果は大

機械の力 ・・・設備改善

方針 ①現状の設備を有効に活用し、できるだけお金をかけずに
②設備更新の際は、省エネを考慮する
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3. 製造フローとエネルギー使用状況

金剛化学株式会社
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3. 製造フローとエネルギー使用状況

金剛化学株式会社
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エネルギー使用状況

電気
48%

重油
34%

LPG
17%

灯油
1%

2010年度
（2009年10月
～2010年9月）

※

※弊社会計年度で表記
前年10月～当年9月
以後、年度は弊社会計年度を指す。

2011年3月東日本大震災以降の
電力需給のひっ迫

【社会的要求】電気の省エネ・節電
【当工場事情】生産への影響懸念

2011年6月社長指示により
省エネ推進委員会発足

電気について省エネ活動を展開



4. 見える化について

金剛化学株式会社
 

5

省エネ活動には、「見える化」は必須！

 現状把握
 効果の確認
 従業員のモチベーション維持
 省エネ型機器導入の基礎データ

「見える化」するには・・・
⇒ データ収集のネットワークシステム構築

これが最も確実な手段
しかし、初期投資が大きい
「見える化」できても、投資回収で
きるだけのメリット出せるのか？

当社の考え
細かくデータが取れなくてもよいのでは？
まずは、今できる「見える化」から進める！



5. 金剛化学流「電気の見える化」

金剛化学株式会社
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製造建屋A

M

製造建屋B

M

製造建屋C

M

試験検査棟

M

事務所

M

井戸ポンプ
M 建屋の担当部署で毎日夕方記録

し、エクセルファイルに入力

環境保全課でデータを集計

工場内約60か所に
電力メータ設置

人の力 で見える化！

一日1データでも
十分に「見える化」
として機能する！



6. 現状把握

金剛化学株式会社
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用途別の年間電気使用量

工場
53%

2011年度
（2010年10月
～2011年9月）

排水処理
18%

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ
12%

その他
14%

ボイラー
3%

24時間365日稼働
直接的に品質には影響を与えない
⇒大きな効果期待 変更しやすい
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kW

月別の最大電力
（2007年10月～2011年9月の平均）

冬季：小さいピーク
夏季：大きいピーク

ピーク・・・空調負荷が主要因

排水処理設備、井戸ポンプ、ボイラー、空調
を省エネのターゲットにした。



7. 省エネ取組

金剛化学株式会社
 

8

No. ターゲット 取組内容

1 全体 従業員全員参加の「電気の見える化」 （6ページ参照）

2 排水処理設備 排水処理設備の省エネ型機器への更新 （9、10ページ参照）

3 井戸ポンプ
ポンプのインバータ制御と担当者によるポンプ台数制御、節水
の取組（11～14ページ参照）

4 ボイラー ボイラー排気ファンのインバータ制御 （15、16ページ参照）

5 空調
① 散水による負荷軽減と空調設定値の見直し（製品工場）
（15、16ページ参照）

② 試験検査棟においても同様な省エネ対策を実施

6 その他
① 作業環境改善により給気ファンを停止
② 事務所等の照明こまめなON/OFF等



8. 排水処理設備の省エネ

機械の力 排水処理設備の省エネ型機器への更新

製造工程で生じた廃液の一部を排水処理設備で処理（活性汚泥法）

エアレーションを行う曝気槽において、老朽化した曝気装置を更新

曝気装置
(15kW×2)

空気供給
ブロワ―(37kW)

攪拌機
(3.7kW)

曝気装置

空気供給
ブロワ―(37kW)

散気管

ゴム状の筒で、表面に無数の穴が開いている。
そこから微細な空気が出る。

更新前の曝気槽 更新後の曝気槽

金剛化学株式会社
 

更新

省エネ型の曝気装置を検討 → 導入
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8. 排水処理設備の省エネ

金剛化学株式会社
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9. 井戸ポンプの省エネ

金剛化学株式会社
 

11

P

INV

 全ての井戸ポンプは水
配管でつながっている

 その水配管から各建屋
に供給される

機械の力

ポンプのインバータ制御

所定の水圧となるように
ポンプ出力を調整

より省エネとなるように
「どのポンプをインバータ制御？」

「どんな運用？」



9. 井戸ポンプの省エネ

金剛化学株式会社
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8時

 水の使用量 昼＞夜

 時間 昼（8hr）＜夜（16hr）

16時

 井戸1か所あたりの取水量

 建屋ごとの水の使用量異なる

通常ポンプ1台分

通常ポンプ1台分

水
の
使
用
量
（流
量
）

水の使用量 イメージ図

通常ポンプ1台分

通常ポンプ1台分

1台
分

1台
分

1台
分

1台
分

はみ出た部分が
エネルギーの無駄部分

【改善前の台数制御】
～通常のポンプのみの運用～

昼間・・・ポンプ4台
夜間・・・ポンプ2台

改善前

少々節水しても
省エネにならない・・・

昼夜 夜
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水の使用量 イメージ図

昼夜 夜

9. 井戸ポンプの省エネ

金剛化学株式会社
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8時

 水の使用量 昼＞夜

 時間 昼（8hr）＜夜（16hr）

16時

 井戸1か所あたりの取水量

 建屋ごとの水の使用量異なる

固定部分
通常ポンプ1台分

固定部分
通常ポンプ1台分

変動部分
インバータポンプ1台分

変動部分
インバータポンプ1台分

3
台
分

3
台
分

固定部分・・・通常のポンプ

変動部分・・・インバータのポンプ

夜間・・・インバータのポンプ（台数増）

【改善後の台数制御】
～基本的な考え方～

人の力

改善後

節水が
省エネにつながる

変動部分
インバータ制御で調整

人の力

機械の力
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9. 井戸ポンプの省エネ

金剛化学株式会社
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10. ボイラーの省エネ

金剛化学株式会社
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ファン

蒸気ボイラー

水

空気

燃料

蒸気

排ガス
蒸気量に応じて
【燃焼状態】 ・低燃焼運転

・高燃焼運転
・待機

【排気量】 ・ダンパーで制御

燃料の節約

電気（ファン）
節約にならない

排気ファンをインバータ制御

機械の力
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10. ボイラーの省エネ
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11. 空調の省エネ

金剛化学株式会社
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過
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却

加
熱

加
湿

外調機

廊
下

作
業
室

外気 排気

製品工場

外気温度により
電気の出力を
2段階制御

排気温度により蒸気ON/OFF制御

製品工場の空調システムの仕組み

エアコン

室温設定パネル外気温設定パネル

以前は、夏の省エネ
として室温設定温度
上げていた・・・

増エネ！

20℃、60％RH

・・・これを知ることが重要！



11. 空調の省エネ

金剛化学株式会社
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過冷却の制御について

出力

100％

60％

20℃ 25℃
外気温度

外気温度 出力

～20℃ 停止

20～25℃ 60％運転

25℃～ 100％運転

外気温度と出力の関係（例）

外気温度で
電気使用量
が決まる。

外気温度を下げることが
できれば省エネ可能！

①外気取込口に
ラジエータ

②上部から散水

外
気

改善後の給気ダクト

改善①

外気温度
約3℃低下！

機械の力



11. 空調の省エネ

金剛化学株式会社
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外気温度の設定について

出力

100％

60％

15℃ 20℃

外気温設定パネル

外気温度の設定（見直し前）

外気温度15℃以上
で必ず過冷却となる

作業室に要求される温度・湿度

⇒通常 20℃、60％RH

（改善前）の設定では・・・
20℃、60％RHの外気でも
過冷却していた！！

ここに無駄あり

改善②

天候に応じて
手動で設定を変更

人の力外気温度

7～9月の電気使用量
約1万kWh削減（2013年実績）
（2010年～2012年の平均比）
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12. 省エネ活動の成果
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2012年度 2013年度2011年度 2014年度

20％の削減

排水処理 井戸ポンプ ボイラー

空調（製品工場） その他

工場全体のエネルギー使用量
（2011年度実績）の6％に相当
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